
年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 Ａ 組～ Ｈ 組

使用教科書： （ ）

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

音楽Ⅱ芸術

表現

評価規準
鑑
賞

・自分の音楽体験に照らし合わせつつ、理論
と音楽美を再認識しようとしている。
・和声の機能を理解しようとしている。

・自分の音楽体験に照らし合わせつつ、理論
と音楽美を再認識しようとしている。
・和声の機能を理解しようとしている。
・自分の納得いく連結を目指して作曲しよう
としている。

〇

・詩のイントネーションにできる限り忠実な
高低のメロディを作曲しようとしている。
・曲調にふさわしい発声で、会場の後ろまで
届く歌を響かせようとしている。

・合唱にふさわしい発声で合唱しようとして
いる。
・豊かな音楽表現を目指して積極的に練習し
ている。

〇

〇 〇

〇

○

○

〇

A 作曲
【知識及び技能】和声の成り立ちを理
解している。
　
【思考力、判断力、表現力等】キー
ボードでカデンツを弾き、その美的価
値を感受できている。

【学びに向かう力、人間性等】世界音
楽の中の西ヨーロッパ音楽であること
を前提として、多様な音楽のありよう
を受け入れつつ、西ヨーロッパの音楽
理論を理解しようとしている。

・与えられた詩、または自作詩に
よる歌曲の作曲。
・その作曲途中及び完成時の添削
とアドヴァイス。
・発表会に向けての歌の練習と伴
奏都のリハーサル。
・発表会。

〇 〇

〇

・自分の納得いく美しいメロディを作曲しよ
うとしている。

〇 ○

Ｂクラシックおよびフォークギター
【知識及び技能】ギターの演奏の基本
知識を身につけ、自分で調弦ができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】アポヤ
ンド奏法でメロディを弾ける。コード
ストロークできる。
【学びに向かう力、人間性等】クラ
シックギターの歴史、フォークソング
からJ-POPの流れを理解しようとして
いる。

・ギターの分類と種類、奏法用法
の違い
・各部の名称、構え方、アポヤン
ド、アルアイレ、ストローク奏
法、など。

・簡単な童謡曲のメロディをアポ
ヤンドで弾く。
・Ｇ、Ｄ、Ｃのコードストローク
できるようになる。・バス音とメ
ロディによる独奏曲を弾く。アル
ペジオで弾く。フォークギターの
コードストロークで歌の弾き語
り、クラシックギターでアルペジ
オの伴奏による合唱合奏。
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・メロディと６種類の非和声音
・ヒット曲のメロディの非和声音
分析

Ｃ合唱
【知識及び技能】合唱にふさわしい姿
勢や発声法を理解している。【思考
力、判断力、表現力等】楽譜の指定を
見落とさず実現積極的に実現してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】生徒達
で楽しく協力してパート練習し、豊か
な合唱を目指している。

・「おんがく」の合唱。
・自分たちの演奏を録音して改善
点を話し合う。
・最終録音を自分のスマーチオ
フォン等で録音する。 〇

78

〇

・基本知識を理解し、演奏法に忠実に練習し
ようとしている。
・音楽性豊かな歌唱、演奏で表現しようとし
ている。

〇 ○ ○ 15

〇 24

〇 15

○

○

10

配
当
時
数

〇

和声の成り立ちと連結について理解し、連結の可能
性や質感の多様性に着目した連結を自作しようとし
ている。和声音と非和声音について理解し、変化に
とんだメロディを自作しようとしている。

沖縄三振の弾き歌いのトレーニングを通して、各
歌唱ジャンル固有の発声に関する価値観を理解
し、沖縄民謡に即した歌唱や表現をしようとして
いる。

教育芸術社　ＭＯＵＳＡ２

〇

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったリできるようになる。

生涯にわたり芸術を愛好する心情をはぐくむとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造
していく態度を養い、豊かな情操を培う。芸術の幅広い創造活動を通して、造形的な見方考え方を働かせ、美
的体験を重ね、生活や社会の中の芸術文化と幅広くかかわる資質・能力を育成する。

音楽Ⅱ

知 態

【学びに向かう力、人間性等】

楽曲の時代背景や作曲家の音楽語法を境涯を理
解し、音楽を深く学ぼうとする意欲を培ってい
る。合唱練習を通して協働して音楽を作り上げ
る喜びを感じている。、

教科 の目標：
芸術の幅広い活動を通して、各科目における見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の
芸術や芸術文化と豊かに関わる資質・能力を次の通り育成することを目指す。

A 作曲
【知識及び技能】和声の成り立ちを理
解している。
　
【思考力、判断力、表現力等】キー
ボードでカデンツを弾き、その美的価
値を感受できている。

【学びに向かう力、人間性等】世界音
楽の中の西ヨーロッパ音楽であること
を前提として、多様な音楽のありよう
を受け入れつつ、西ヨーロッパの音楽
理論を理解しようとしている。

【 知　識　及　び　技　能 】
芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を
身につける。
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墨田川

合
計

前
期

・和声の成り立ち（音階、ルー
ト、構成音、配置）
・各種カデンツ
・カデンツの連結
・ⅤーⅥの限定進行音
・バス課題の実施ハ長調

〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

・コードネーム
（諸三和音、７ｔｈコード）
・バス課題の実施イ短調
・内部変換（一転配置を含む）
・８小節のカデンツの作曲

思

○ ○

後
期

芸術

〇

芸術 音楽Ⅱ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】


